
「極意」伝承道場訪問記

ごヽ9 -—晨「ニ・」
傾聴力、 懐の広さと引き出しの多さに感眼しました。

須坂市立墨坂中栄校の田幸康宏先生の道場に参加ざせていただぎました。
受講者が特別支援栄級の担任の先生方ですので、 学級の子どもたちの様子や困っ
ていること、 頑張って取り組んでいることなどを田幸先生が聞いてくだざり、 ア
ドバイスをしてくだざいました。支援栄級の子どもたぢは、 失敗から栄ぷ‘という
ことではなく、 頑張っている点、 でぎたこと、 よい取組等を認めておげること、
そうなるよう教師が場を整えておげることの大切ざを栄び‘ました。 その子の持っ
ている苦しざを理解すること、 その子の取組や進歩を認めること、次のことを教
師が考えておくことなどを、 本人・保護者・仲間たち・先生方•関わってくれて
いる方々の観点でアドバイスをいたたげたことは、 受講者にとってはとてもよか
ったと思います。指導者の田幸先生の碩聴力と実蹂を通しての悽の広ざと弓lぎ出
しの多ざに感服しました。
次に、 田幸先生にはこれまで実蹂ざれてぎたことを、糸召介‘していただぎ、段階

を踏んだ指導の重蓉性と具体的な教材・教具を教えていただぎました。元気とや
る気をいただいた道場でした。

” 失敗から学ぶ ” より、 認めてあげること。


